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薬学における「基礎と臨床の融合」

東京大学医学部附属病院薬剤部

教授／薬剤部長

ご略歴
・静岡県立静岡高等学校卒業（1995年）
・東京大学薬学部卒業（1999年）
・東京大学大学院博士後期課程修了（2004年：杉山雄一教授）
・東京大学 医学部附属病院 薬剤部 助手（2004年）
・東京大学 医学部附属病院 薬剤部 講師（2012年）
・文部科学大臣表彰 若手科学者賞受賞（2016年）
・東京大学 医学部附属病院 薬剤部 薬剤部長・教授（2022年）

医療の一端を担う薬学では、基礎研究に加えて、
実臨床における実践と情報の理解が大切です。
今回のセミナーでは、基礎研究による発見を臨床へ
還元する「基礎と臨床の融合」の意義について、
ご自身の研究内容を交えて解説して頂きます。

第1回先端医療薬学コースセミナー
大学院特別講義

(第15回病態分子薬理学セミナー)


